
 

厚生労働省研究班「アトピー性皮膚炎の既存治療法の EBM による評価と有用な治療法の普及」

（主任研究者：古江増隆）（2002～2004 年度）の研究成果を基に、その後の厚生労働省研究班

「アトピー性皮膚炎のかゆみの解明と治療の標準化に関する研究」（研究代表者：古江増隆）

（2008～2010 年度）による文献検索と検討結果を追加して作成されております。 
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